




⑴ セクシュアルハラスメント
相手の意に反する性的な言動を行うことにより、相手に不快感や不利益を与え、教育、研究、学習及び労
働の環境を悪化させることを言います。また、力関係が背後にある状況で、相手が「ＮＯ」を言えない、言
いにくいにもかかわらず性的に不快な発言や行動をとることがセクシュアルハラスメントに該当します。
「性的な言動」とは、性的な内容の発言及び性的な行動を指し、この「性的な内容の発言」には、性的な
事実関係を尋ねること、性的な内容の情報を意図的に流布することなどが、「性的な行動」には、性的な関
係を強要すること、必要なく身体に触ること、わいせつな図画を配布することなどが、それぞれ含まれます。
セクシュアルハラスメントには、「対価型セクシュアルハラスメント」、「環境型セクシュアルハラスメント」
及び「その他のセクシュアルハラスメント」があります。

ア 対価型セクシュアルハラスメント
相手の望まない性的な要求を行い、相手の対応によって利益や不利益を与える、あるいはそのことをほ

のめかすことです。
例えば、
① 指導教員が、卒論指導という理由で研究室に呼び出し、「特別に指導するから」と言い、性的な関
係を迫る。

② クラブの顧問が、デートに応じれば試合に出場させると言う。
③ 上司が部下に、「昇格させるから」と言い、食事に誘う。

イ 環境型セクシュアルハラスメント
性的な要求や言動を繰り返すことによって、相手に不快感を与え、教育、研究、学習及び労働の環境を

著しく悪化させることです。
例えば、
① 授業中、教員が授業の内容とは関係のない性的な内容の話をする。
② 授業の配布物に、不必要な性的内容の資料を載せる。
③ 水着姿のポスターなど、性的表現の強い掲示物を学内に貼る。
④ 職場や研究室などのパソコンにアダルトページの画面を放置したままにする。

ウ その他のセクシュアルハラスメント
教育・研究、就業の場において、差別的な発言や行動などにより、相手に不快感を与えることです。
例えば、
① 「女のくせに」「男のくせに」といった発言をする。
② 女性である（男性である）という理由だけで、仕事や研究の実績を不当に低く（高く）評価し、役
割分担を決める。

③ 酒の席で、公然と酌を強要する、性別を考慮して席を割り振る。
④ 「胸が大きい」などの容姿や身体的特徴についてしつこくコメントする。
⑤ 身体を執拗に眺め回す。
⑥ 「異性関係がだらしない。」「まだ結婚できないの？」などの性的な中傷を行う。

これらのセクシュアルハラスメントは、優越的な立場や権限を利用して行われる場合が多いのですが、
その他、例えば同僚・同級生同士などにおいても起こり得ます。また、男性から女性へ、女性から男性へ、
同性間というように形態も様々です。

⑵ アカデミックハラスメント
教育・研究の場において、教育・研究上の優越的な地位にある者が行う不適切な言動・指導・待遇のこと
であり、それによって相手の学習・研究意欲を低下させる、あるいは学習・研究環境を悪化させることを言
います。
例えば、
① 放任主義と称して、指導やアドバイスをしない。
② 「お前は馬鹿だ。」と罵倒する、｢（論文・レポートなどを指して）こんなものを見るのは時間の無駄
だ。｣ などと言い、精神的に虐待する。
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６ すぐに相談しましょう
「これがハラスメントに該当するかどうか分からないけれども不快な感じがしている」、「ハラスメントだ
と思うけれども、相手にNOと言えない」、「私に対してではないけれども、周りで起こっている言動が不
快だ」、「冗談でもこのようなことを言われるのはイヤだ」など、｢これはハラスメントではないだろうか｣
と感じ、不快感を感じたら、ひとりで抱え込まないで誰かに相談しましょう。
その原因や責任が自分にあるのではないか、と自分自身を責める必要はありません。身近にいる信頼でき
る誰かに話を聞いてもらったり、学園のハラスメント相談窓口や相談室を利用してみましょう。

７ ハラスメント相談窓口とハラスメント相談室
学園にはハラスメントの相談窓口と相談室があります。相談窓口は大学院の研究科、大学の各学部、各学
校などに設置されており、それぞれ相談窓口担当者がいます（相談窓口担当者の名前、連絡先、連絡方法
はハラスメント防止ポケットカード又は学園のホームページ http://www.sugiyama-u.ac.jp をご覧くださ
い）。また、相談室は星が丘キャンパスに設置されており、ハラスメントに関する専門家である相談員がい
ます。最も相談しやすいと思う相談窓口担当者や相談室の相談員に連絡してください。
相談窓口や相談室では、相談の秘密は守られます。また、こんなことを相談したら報復を受けるのではな
いか、成績評価などで不利になるのではないかと心配し、相談できないという人もいます。学園では相談し
た人が報復を受けたり、不利になることがないように十分な配慮をしていますので、安心して相談しましょ
う。
相談窓口担当者への相談を希望する場合は、ハラスメント防止ポケットカード又は上記のホームページを
参照し、希望する相談窓口担当者を直接訪ねるか電話、e-mail 又は手紙で連絡してください。また相談員
への連絡先は下記のとおりです。もし、自分一人で行きにくいときには、親しい友人などに一緒に行っても
らいましょう。
ハラスメント被害申立て以前に相談員と相談した結果、解決できる事案もあります。一人で悩まずにハラ
スメント相談室に相談ください。

【ハラスメント相談室】

開 室 曜 日 月曜日～金曜日 １０時～１７時

連

絡

先

電話番号 052-781-5141

e - m a i l harasumento@sugiyama-u.ac.jp

U R L http://www.sugiyama-u.ac.jp

場 所 星が丘キャンパス 大学会館 2階

８ 申立てから救済まで
ハラスメントであると感じ、ハラスメント相談窓口担当者やハラスメント相談室相談員に相談し、被害の
申立てにより問題の解決をはかることにしたい場合は、被害の内容と要望事項（例えば、相手への注意を求
める、事実調査とそれに基づく対応を求める、調停による解決を希望するなど）を書面に記入し、相談窓口
又は相談室に提出してください。この書面には、様式がありますので、相談窓口又は相談室で受け取ってく
ださい。書面の記入についてわからない点があれば、ハラスメント相談窓口担当者やハラスメント相談室相
談員に尋ねてください。
申立書を提出した後は、下記の（参考１から参考３まで）の規程の流れに沿って問題解決が図られます。

少し時間がかかることがありますが、慎重に対応が進められます。
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（参考１）椙山女学園ハラスメント防止・対策規程 第１２条
第１２条 相談窓口担当者にあっては、第１０条第３項第３号に規定する手続を、相談員にあっては、第
１１条第３項第３号に規定する手続をできる限り速やかに行うものとする。なお、申立てを行った者（以
下「申立者」という。）は、申立て後であっても申立てを取り下げ、手続を中止することができる。
２ 前項の通告を受けた所属長は、速やかに防止 ･対策委員会に通告する。
３ 前項の通告を受けた防止 ･対策委員会は、調査委員会又は調停委員会の設置その他の必要な対応につ
いての審議を行う。
４ 前項の審議により防止･対策委員会が調査委員会又は調停委員会の設置が必要であると認める場合は、
調査委員会及び調停委員会は、調査及び調停を行い、その結果を防止 ･対策委員会に報告する。
５ 前項の報告を受けた防止 ･対策委員会は、当該報告について審議するとともに、調査結果について相
談窓口担当者を通じて申立者に通知する。
６ 申立者は、相談窓口担当者を通じて、防止 ･対策委員会に調査結果について意見を述べ、再調査を求
めることができる。
７ 防止･対策委員会は、第４項及び第５項の審議の結果を理事長に報告するとともに、必要な勧告を行う。
８ 理事長は、前項の勧告に基づき、適切な対応を図るとともに、その結果を関係の所属長及び防止 ･対
策委員会委員長に通知する。
９ 前項の報告を受けた所属長は、原則として直接申立者に通知する。ただし、所属長は、必要に応じて
相談窓口担当者又は相談員を通じて通知することができる。

（参考２）椙山女学園ハラスメント防止・対策規程 第１０条第３項第３号
３ 相談窓口担当者は、次の各号に掲げる業務を行う。
⑴ ハラスメントに関する相談を受け付けること。
⑵ ハラスメントに関する申立てを受け付けること。
⑶ 前号により受け付けた申立てを、次条に定める相談室と協議の上、所属長に通告すること。
⑷ その他ハラスメントに関する申立ての対応に関すること。

（参考３）椙山女学園ハラスメント防止・対策規程 第１１条第３項第３号
３ 相談員は、次の各号に掲げる業務を行う。
⑴ ハラスメントに関する相談を受け付けること。
⑵ ハラスメントに関する申立てを受け付けること。
⑶ 前号により受け付けた申立てを、当該相談窓口担当者を通じて所属長に通告すること。
⑷ ハラスメントの問題解決のための指導並びに助言に関すること。
⑸ その他ハラスメント相談に関すること。

９ 報復などの行為の禁止
ハラスメント被害申立者及びこれに協力した者に対する報復や嫌がらせ行為、教育、研究、学習及び労働
の環境を悪化させて不利益や損害を与える行為を禁じます。
報復などの行為があった場合、ハラスメント防止・対策委員会は、事実調査に基づき、理事長に対し、必
要な報告又は勧告を行います。

１０ 虚偽の申立ての禁止
悪意をもって虚偽の申立てをする行為を禁じます。ただし、事実調査の結果、申立てに相当する事実が認
められなかった場合、そのことをもって虚偽の申立てを行ったとみなすことはありません。

学園で学び働くすべての人が互いに周囲の人の人権に配慮し合い、ハラスメントのない学習環境・職場環境
をつくりましょう。
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